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①≪芦沼≫だった新潟平野 

日本の穀倉といわれる新潟平野．そこには，一

直線にはしる農道が続き，春には耕運機がうな

り，秋にはコンバインの活躍する風景がみられ

る．だが，このような穀倉になるまでには，300

年にわたる農民の生命をかけた水との闘いの歴

史があったのである．この農民たちの水と闘う

感動の記録は，映画≪芦沼≫として今に伝えら

れている（注１）．腰まで没する深田の中での田

植えや，舟を使った稲刈など苦しい農作業のよ

うすが描かれている．さらにそれらの深田は，

一度水がでれば，すべての稲が流されてしまっ

たり，海水が逆流してきて湛水し稲が腐ってし

まう．春の雪どけの頃は，あたり一帯は満々と

水をたたえて大きな潟になってしまうので，農

民たちはこの潟に舟をだして，雪どけ水の運ん

できた土をとり自分たちの田に入れた．この作

業は≪土取り≫といわれ，親から子へ，子から孫

へと何代にもわたって続けられてきたという．

こうした長年の努力にもかかわらず，一度水が

でれば，稲も土もおし流されてもとの湿地帯に

もどってしまうのであった． 

かつての新潟平野には，このような湿地帯が広

がっており，これを≪芦沼≫とよんでいた．明

治の終り頃になって，蒸気機関で排水機をまわ

すことによって，水との闘いは大きく前進した．

排水施設の完成や河川の改修工事によって，よ

うやく水田の基盤ができ上っていったのである．

この芦沼のようすは，平野の地形や地層からも

知ることができる．図１によって，平野の地形

をみてみよう．この地形区分は，入手できたも

っとも古い５万分の１地形図（1914年発行）を

基図とし，これまでの野外調査の成果に基づい

ておこなったものである．また，図中に示した

遺物は，新潟県遺跡目録（注２）を基にして，調

査中に新たに確認したものを加えて示したもの

である．平野部で注目されるのは，列状をなす

砂丘と広大な湿地帯，自然堤防であろう．白
しろ

根
ね

の西方にある広大な湿地帯は，鎧潟
よろいがた

周辺の湿地

と湿田を示したものである．他に，鳥
と

屋
や

野
の

潟や

福島潟，すでに干拓された沼地など，これらは

すべて標高５ｍ以下の低地に分布しており，か

つての芦沼のなごりをとどめていたものといえ

よう． 

また，沖積面上には細長く連続した自然堤防が

分布し，とくに平野の南西部で，信濃川と中ノ

口川の沿岸によく連続して発達している．弥
や

彦
ひこ

山麓から中ノ口川・信濃川にかけての地域では，

南から北に細長くのびて分布しており，信濃川

の流路がかつては現在より西側を流れていたこ

とがうかがえる．また，平野の北東部でも，阿

賀野川や加治川が激しく蛇行して流路をかえて

いたことがよみとれる．こうして，信濃川や阿

賀野川は，出水のたびに大きく流路をかえなが

ら土砂を運び，その堆積作用によって平野を形

作ってきたのである． 

一方，地層を調べることによっても，かつての

芦沼のようすは明らかにされる．沖積面下には，

広く泥炭の分布が知られている．この花粉分析

の結果（注３）は，カシ・スギ・ハンノキが多く，

現在とほぼ同じような気候下の湿地であったと

報告されている．また，沖積層の上部へいくと，

イネ科の花粉が次第に多くなっていることが明

らかにされている．また，深いボーリング資料

についてみても，珪藻分析の結果では，海水の

入ってきていた証拠は乏しく，淡水の卓越する

水域の状態が長く続いていたと考えられている．

このように，淡水の卓越する環境が早くから続

いていたのは，平野の前面に形成されている砂

丘などが，海水の侵入を妨げる役割を果してき

たものと考えられている． 

②新潟砂丘の区分と分布 

新潟平野の海岸側には，70ｋｍにわたって砂丘

が発達しており，新潟砂丘とよばれている．数

多くの砂丘列があって，それらが海岸線にほぼ

平行に分布しているのが大きな特徴である．こ

のように海岸線に平行に発達している砂丘は横
おう

列
れつ

砂丘とよばれている．日本の海岸ぞいに発達

する砂丘の多くは，このような横列砂丘である

が，新潟砂丘のように数多くの砂丘列からなっ

ているものは他に例をみない．平野の中央部で

は，10列の砂丘列を数えることができる．しか

し，これらの砂丘列は平野周辺部では収
しゆう

斂
れん

して，

それらが上下の関係で重なっている（図２）．こ

のような関係から，砂丘列の新旧関係をきめる

ことができる．また，砂丘の表面に形成されて

いる腐植層の色と厚さは，砂丘列によって異な

るし，砂丘砂の風化の程度にも違いがある．さ

らに，各砂丘からは土器などの遺物が出土して

おり，砂丘列形成の時期を推定する上で重要な

手がかりとなっている．これらのことから，そ

れぞれの砂丘列の古さを検討した結果，大きく

は３群に区分することができる．それを，新砂

丘Ⅰ・Ⅱ・Ⅲとよんでいる． 

新砂丘Ⅰは，もっとも内陸側に分布する砂丘列

群で，４列がみとめられる．これを内陸側より，

Ⅰ-1，Ⅰ-2，Ⅰ-3，Ⅰ-4とした．砂丘の表面に

は，色の濃い黒色腐植層があり，その下に褐色

砂をともなっている．砂丘砂は全体にやや黄色

味をおび，よくしまっている．これらの砂丘の

高度は，平野の周辺で高いが中央部で低くなっ

ており，砂丘列の一部は沖積面下に埋没してい

る可能性がある．もっとも内陸側のⅠ-1列から

は，縄文前期の遺物が出土しており，Ⅰ-2，Ⅰ

 -3，Ⅰ-4列からは，縄文中期以降の遺物が出土

している（表１）． 

新砂丘Ⅱは，新砂丘Ⅰの砂丘列より海側で，同

じく４列からなる．これを内陸側よりⅡ-1，Ⅱ

 -2，Ⅱ-3，Ⅱ-4とした．新砂丘Ⅰの砂丘列にく

らべて，腐植層の色はやや褐色をおびており，

砂丘砂は灰白色で新鮮な感じを示す．砂丘列は，

阿賀野川を境としてやや海側に突出した形をし

て分布している．これらの砂丘列からは，古墳

時代以降の遺物は出土しているが，それより古

いものは出土していない． 

新砂丘Ⅲは，もっとも海側に位置し，大規模な

砂丘である．２列からなり，これを内陸側より

Ⅲ-1，Ⅲ-2とした．信濃川以東の砂丘列は弧状

に分布しているが，信濃川以西では，１列のみ

でほぼ直線状に分布している．その結果，信濃

川河口で海側に突出した形になっている．砂丘

表面は，褐色砂がみられるのみで腐植層はみと

められない．砂丘砂は，ルーズでくずれやすい．

Ⅲ-1列からは，須恵器や宋銭が出土しているが，

Ⅲ-2列からは遺物は出土していない． 

③砂丘砂の語るもの―粒度組成― 

砂丘をつくっている砂は，風で運搬され堆積し

たものであるから，海岸の砂や川砂より均質で

あり，一般的にいって細粒で淘汰がよいのが特

徴である．一見しただけでは区別のできないよ

うな砂でも，ふるいやエメリー管（注４）を使っ

て粒度組成を調べてみると，砂にもいろいろな

違いのあることがわかる．また，砂に含まれて

いる鉱物を調べてみると，その組成にも特徴の

あることがわかる．新潟砂丘の砂を調べてみる

と砂は何を語ってくれるのだろうか． 

図３Ａおよび図３Ｂは，Ⅲ-2列について砂丘砂

の粒度組成を調べた結果である．砂丘砂の平均

的な粒の大きさ（Ｍｄφ）と粒のそろい方（σφ）が，

砂丘列の中でどう変化しているかを示したもの

である．これによると，信濃川河口付近でもっ 

新潟平野をめぐる地形と地質―５ 

砂丘と平野 
新潟古砂丘グループ 

≪新潟古砂丘グループ≫ 長谷川正＝新潟県立直江津

高等学校教諭 木村澄江＝新潟県立村上高等学校教諭

小林忠夫＝新潟県立長岡高等学校教諭 岡本郁栄＝新

潟県立安塚高等学校教諭 坂井陽一＝新潟県立村上高

等学校教諭 田中久夫＝新潟県立新潟江南高等学校教

諭 歌代勤＝新潟大学教育学部教授（ＡＢＣ順） 
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注１＝新潟県農林部農業改良課製作の16ミリ映画．新

潟県フィルムライブラリーにあり，借用できる． 

注２＝新潟県教育委員会（1966）新潟県文化財年報６． 

注３＝山田武雄（1964）．亀田砂丘における土器と花

粉分布について．新潟県地学教育研究会誌Ｎｏ.２，ｐ.

54～62 

注４＝164ｃｍの細いガラス管でここに水を入れ，管の

上から砂をおとし管の下部に沈積していく砂の体積を

時間をおって調べると粒度組成を知ることができる．

図２－各砂丘の代表的な地質柱状図 図１－新潟平野の地形と遺跡の分布 

表１－砂丘列と遺跡の関係 
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とも粒が粗く，河口から西へ離れるにつれて細

粒になっていく．また，河口から東へ離れても

細粒になるが，胎内川河口付近では急に粗粒に

なっている．粒のそろい方も信濃川や胎内川の

河口近くでは悪く，河口から離れると良くなっ

ている．このような変化は，海浜砂にもみられ

る傾向であり，信濃川から供給された砂が，海

浜砂から砂丘砂になっていったことを物語って

いる．同じように，Ⅱ-2列について調べた結果

は，阿賀野川がこの砂丘列を横切っている付近

でもっとも粗粒になっており，そこから離れる

と細粒になる傾向がでる．このことは，阿賀野

川から供給された砂が，新砂丘Ⅱの形成に大き

く作用したことを示すものと考えられる．また，

Ⅰ-2列についてみると，ここでは阿賀野川の影

響と考えられるような傾向はみられない．砂丘

列の東の方が粗粒になっており，砂は東から西

へと供給された可能性が考えられる． 

④砂丘砂の語るもの―重鉱物組成― 

次に，砂丘砂の鉱物を調べてみよう．重鉱物だ

けについて調べてみた結果，砂丘砂には火山灰

などとは違って多様な鉱物が入ってきているこ

とがわかった．普通角
かく

閃
せん

石
せき

，シソ輝石，普通輝

石，黒雲母，磁鉄鉱，緑
りよく

泥
でい

石
せき

，緑
りよく

廉
れん

石
せき

，ざくろ

石，ジルコン，その他変質鉱物などがあり，岩

屑や不明な鉱物もある．しかし量的にみると，

これらの鉱物のうち，普通角閃石，シソ輝石，

普通輝石が60～80％を占めている．そこでこの

３成分の割合について図示したのが図４，図５

である．図４は，新砂丘Ⅰ・Ⅱ・Ⅲによる違い

をみたものであり，図５は砂丘分布地域を信濃

川と河賀野川を境にして３地域にわけ，その地

域的な違いをみたものである．二つの図を比較

してみると，図４よりも図５の方が，よりはっ

きりした傾向のでていることがわかる．つまり，

新砂丘Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの違いよりも，地域ごとの違

いの方が大きいことを示している．図５では，

阿賀野川以東では普通角閃石の割合が多い傾向

がでている．この傾向は，図４において地域ご

との検討を加えてみると，新砂丘ⅠとⅡにおい

てとくに明瞭である．このことから，新砂丘Ⅰ

・Ⅱの形成時には，背後地に花こう岩や閃緑岩

地域をもつ阿賀野川，胎内川，荒川などからの

土砂の供給が大きく影響していたものと考えら

れる． 

⑤砂丘の基底 

ところで，砂丘砂はどのくらいの深さにまで分

布しているのであろうか．東工業港でのボーリ

ング試料の粒度分析結果は，図６Ａおよび図６

Ｂに示した．この図で，砂粒の大きさ（‾Ｘ）と歪

度（αφ）の変化から砂丘砂の下限を推定してみた．

その結果，海岸側のⅢ-2列では－6ｍであり，

Ⅲ-1列で －10ｍ，Ⅱ-4列で －14ｍ，Ⅱ-3列で

－10ｍ，調べたなかでもっとも内陸側のⅡ-2列

では－16ｍであることが読みとれた．新しい砂

丘列では砂丘砂の下限が浅く，古い列丘列でそ

の下限が深くなっている傾向がみとめられる．

このことは，砂丘の形成が地盤の沈降とかかわ

ってきているとみることができよう． 

⑥砂丘と平野の生いたち 

砂丘砂を調べてみると，新潟砂丘の形成が河川

の作用を強く反映していることを示している．

また，広大な新潟平野そのものも河川の作った

産物である．砂丘と平野は，どのようにしてで

き上ってきたのであろうか．最後にその生いた

ちをまとめてみよう． 

砂丘でもっとも古い時代に形成されたのは，新

砂丘Ⅰの砂丘列である．この砂丘列は，築地か

ら西へくるにつれて高度が次第に低くなり，黒

鳥付近で砂丘列が途切れている．そして，亀田

付近で再び砂丘列がみられる．築地から亀田に

到る列丘列はなめらかな円弧をなしており，途 

図３Ａ－砂丘列Ⅲ－2 における粒度の地域的変化（Ｍｄφ） 図４－新砂丘Ⅰ，Ⅱ，Ⅲの重鉱物組成の差異 

図３Ｂ－砂丘列Ⅲ－2 における粒度の地域的変化（σφ） 

図５－地域による重鉱物組成の差異 
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切れている部分の一部は沖積面下に埋没してい

る可能性がある．砂丘砂の粒度変化からみても，

この円弧を切って川が流れていたとは考えにく

い．したがって現在，新砂丘Ⅰを切って流れて

いる阿賀野川は，この砂丘の形成当時には別の

位置を流れていたものと考えられる．新砂丘Ⅰ

の形成時期は，産出する遺物から推定される．

Ⅰ-1列からは，縄文前期以降の土器が出土して

おり，Ⅰ-1列は縄文前期末葉以前には形成され

ていたと考えられる．また，同じ観点から，Ⅰ

 -2，Ⅰ-3，Ⅰ-4の各列は，縄文中期以前には形

成されていたに違いない．砂丘をはなれてみた

場合，縄文時代の遺跡は平野周辺の段丘や丘陵

・山地には分布しているが，沖積面や自然堤防

上には発見されていない（注５）．このことは，

新砂丘Ⅰの形成当時，沖積面はもちろん現在残

っている自然堤防も形成されておらず，そこは

人類の居住には適していなかったと考えられる．

次に，新砂丘Ⅱの砂丘列についてみよう．この

砂丘列の分布をみると，阿賀野川付近で海側に

突出した形をしており，砂丘砂の粒度はこの部

分でもっとも粗粒になっている．このことから，

新砂丘Ⅱの形成当時，阿賀野川が現在の新砂丘

Ⅱを切っている位置で河口になっており，砂の

主要な供給源になっていたものと考えられる．

この砂丘列からは，土師器・須恵器が出土して

いるが，それより古いものは出土しない．一方，

沖積面上の自然堤防付近からは，土師器・須恵

器が多く出土しているし，一部には弥生式土器

も出土している．このことから，土師器が使用

された古墳時代以前に，新砂丘Ⅱが形成されて

いたし，沖積面上には，自然堤防を中心にして

人類の活動が展開されていたことを示している．

新砂丘Ⅲの砂丘列は，もっとも海側に分布し規

模も大きい．Ⅲ-2列がとくに規模が大きく，高

度は砂丘西端の角田浜付近で55ｍに達している．

分布の形は，信濃川河口以東では円弧を描いて

いるのに対して，信濃川河口以西では，ほぼ直

線状にのびていて，河口で海側に突出した形を

示している．そして，砂丘砂の粒度はこの河口

付近でもっとも粗粒になっている．これらのこ

とから，新砂丘Ⅲの形成においては，信濃川が

砂の主要な供給源となっていたものと考えられ

る．新砂丘Ⅱが阿賀野川付近で，新砂丘Ⅲが信

濃川河口で，海側に突出した地形をなしている

が，このような地形は，波浪や流れの強い外洋

へそそぐ河川では形成されにくいとされている．

にもかかわらず，このような地形が形成されて

いるのは信濃川や阿賀野川の営力がいかに大き

かったかを示すものと解釈できよう．砂丘砂の

分析結果で，新砂丘Ⅱの砂丘列は下限が－10～

－16ｍ，新砂丘Ⅲの砂丘列では－６ｍというこ

とが推定された．このことは，砂丘の形成とと

もにゆるやかな沈降のあったことが考えられる．

したがって，これらの大河川の急速な堆積作用

と，ゆるやかな沈降によって大規模な砂州と砂

丘の発達をもたらしたものであろう． 

新砂丘Ⅲの形成時期は次のように考えられる．

Ⅲ-1列で須恵器や宋銭が出土し，Ⅲ-2列からは

遺物は出土していない．また，これらの砂丘間

低地の泥炭による14Ｃ年代は，630±90Ｙ.Ｂ.Ｐ.

であった．これらのことから，Ⅲ-2列は，おそ

らく室町時代以降に形成されたものと考えられ

よう．この頃になると，沖積面上も埋積がすす

み，あちらこちらに芦沼のような低湿地ができ

る状態になったであろう．そして，このような

土地が，はじめに述べたように農民のたえざる

努力によって水田に作りかえられ，今日の穀倉

地帯ができ上っていったと考えられるのである． 

図６Ｃ－東工業港ボーリング地点 図６Ａ－東工業港ボーリング試料の粒度分析結果 <平均値・‾Ｘ> 

図６Ｂ－東工業港ボーリング試料の粒度分析結果 <歪度の変化・αφ> 

注５＝最近，緒立，長畑などで沖積面下から縄文後期

の遺物が発見された報告があるが，今後検討していく

必要がある． 




